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芳賀町長インタビュー

巻末ページにつづく

（写真：①）第1回 芳賀町民祭文化部門 写真展特選作品『巨匠』（写真：②）

町民祭40回記念

芳賀町長インタビュー
記念誌発刊にあたりまして、町民祭の古い資料を整
理していたら、見目町長にまつわる記事を見つけたの
で、インタビュー形式で振り返りたいと思います。

第１回芳賀町民祭が開催されてから今年で40年を迎
えます。
40回の軌跡をたどる「第40回記念芳賀町民祭記念
誌」の発刊にあたりご挨拶させていただきます。
昨年から世界中で猛威を振るっている新型コロナウイ
ルス感染症の影響が長期化しています。
町内最大のイベントである「芳賀町民祭」は２年連続
で中止となってしまいました。町民の皆さんが開催を待
ち望んでいたことは、肌で感じているところです。

第１回町民祭文化部門の写真展で町長の名前を発見
しましたが、覚えていますか。

覚えています。宇都宮市にある高田写真館の店主にア
ドバイスはもらっていましたが、ほとんど独学で写真を
始めた頃の写真です。町民祭の文化部門で写真展が
あることを知って出展しました。
題して「巨匠」、益子焼の窯元にお邪魔して、気迫あふ
れる一瞬をカメラに収めました。（写真1）
　
なんと第1回から第4回まで連続で特選を受賞してい
ました。他のコンクールにも出展していたのでしょう
か。どんな写真でしょうか？

栃木県美術展では奨励賞を受賞し、栃木県芸術祭で
は２度入選しました。
成人してからは、冬の北アルプスや八ヶ岳によく登って
いたので冬山の写真が多いですね。（写真2）

当時の出展者のお名前を拝見すると、現在も写真愛
好家として活動している方が見受けられますが、町長
は今も写真に興味がありますか？

職員

町長

職員

職員

職員

職員

町長

町長

町長

町長

聞き手：芳賀町役場職員

写真を始めて10年ぐらいで限界を感じてニコンのカメラを
置きました。自宅に現像室を造り、寝る間も惜しんで没頭
していた時が懐かしいです。

町民祭の歴史を振り返りますと、昭和42年に開催された
「文化祭」、昭和54年に開催された「産業祭」が合体した
イベントが「町民祭」です。
更には、農業者トレーニングセンターや町民会館、役場、
道の駅はが、総合情報館などの施設が建設されたため、
作品の展示や発表、物品販売、体験コーナーなどの催し
を開催しやすい環境が整ったことが、町民祭を発展させ
てきたのだと思います。

農業・商業・工業、そして教育文化、福祉など様々な分野
にかかわってきた先人の努力で、現在の芳賀町が成り立っ
ていることは間違いのないことです。
町民祭は後世に誇れるイベントとして、これからも皆さん
の記憶に残ることでしょう。

見目 匡
芳賀町民祭開催委員会委員長

芳賀町長
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●
第
1
回
文
化
祭
開
催

●
初
の
建
国
記
念
の
日

●
芳
賀
中
学
校
名
目
上
の
統
合

●
日
本
万
国
博
覧
会（
大
阪
万
博
）開
幕

●
芳
賀
中
学
校
校
舎
完
成

●
札
幌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
ロ
マ
ン
の
碑
完
成

●
文
化
祭
10
周
年
記
念
大
会

●
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件

●
ホ
ン
ダ
テ
ス
ト
コ
ー
ス
完
成

●
第
１
回
産
業
祭
開
催

●
イ
ン
ベ
ー
ダ
ー
ゲ
ー
ム
が
大
流
行

●
第
１
回
梨
ま
つ
り
開
催

●
日
本
の
自
動
車
生
産
台
数
が
世
界
第
1
位

●
芳
賀
工
業
団
地
造
成
着
手

●
第
１
回
芳
賀
町
民
祭
開
催

●
日
本
航
空
1
2
3
便
墜
落
事
故

●
町
制
30
周
年

●
祝
賀
パ
レ
ー
ド
開
催

●
グ
リ
コ
・
森
永
事
件

●
役
場
庁
舎
完
成
　
台
風
10
号
襲
来

●
第
１
回
梨
の
里
マ
ラ
ソ
ン
開
催

●
伊
豆
大
島
の
三
原
山
が
噴
火

●
芳
賀
町
民
憲
章
制
定

●
町
民
音
頭
10
周
年
記
念
式
典

●
東
北
自
動
車
道
が
全
線
開
通

●
芳
賀
工
業
団
地
分
譲
開
始

●
芳
賀
農
協
誕
生
で
農
協
祭
り
開
催

●
当
時
世
界
最
長
の
青
函
ト
ン
ネ
ル
開
通

昭
和
42
年

昭
和
45
年

昭
和
47
年

昭
和
51
年

昭
和
54
年

昭
和
55
年

昭
和
57
年

●
第
1
回

昭
和
59
年

●
第
3
回

昭
和
60
年

●
第
4
回

昭
和
61
年

●
第
5
回

昭
和
62
年

●
第
6
回

昭
和
63
年

●
第
7
回

芳賀町民祭のあゆみ（1967～2021）

ふるさと子供大会 水橋小学校の児童たち未来の芳賀町絵画展骨密度検査コーナー人気のあった手づくり小物

子牛や動物のぬいぐるみも登場した農林祭り自衛隊マーチングバンド

歩け歩け大会

ウルトラクイズ大会「やったー」

たくさんの人でにぎわった青空市

のあゆみ40TH40TH
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●
芳
賀
工
業
団
地
立
地
企
業
操
業
開
始

●
ミ
ス
芳
賀
町
コ
ン
テ
ス
ト
、ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
開
催

●
消
費
税
施
行
、税
率
3
%

●「
姥
が
池
」栃
木
自
然
百
選
に
選
出

●
開
会
式
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
登
場

●
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
で
株
が
暴
落

●
町
民
会
館
、与
能
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
完
成

●
第
10
回
町
民
祭「
と
き
め
き
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」

●
東
京
都
庁
が
新
宿
に
移
転
、新
東
京
都
庁
舎
開
庁

●
第
1
回
さ
く
ら
ま
つ
り

●
日
本
人
宇
宙
飛
行
士
・
毛
利
衛
氏
が
宇
宙
へ

●
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ 
優
勝
は
サ
イ
パ
ン
旅
行

●
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
開
幕

●
町
制
40
周
年

●
長
い
の
り
巻
き 

40
ｍ
に
挑
戦

●
関
西
国
際
空
港
が
開
港

●
芳
賀
温
泉
ロ
マ
ン
の
湯
オ
ー
プ
ン

●
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

●
冨
士
山
自
然
公
園
完
成

●
芸
術
家
の
岡
本
太
郎
が
死
去

●
第
１
回
ふ
れ
あ
い
の
夜
祭
開
催

●
山
一
證
券
が
破
綻
、消
費
税
率
が
５
％
に

●
海
洋
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
、芳
賀
東
小
学
校
開
校

●
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
携
帯
電
話
・
P
H
S
の
電
話
番
号
が
11
桁
に

平
成
元
年

●
第
8
回

平
成
2
年

●
第
9
回

平
成
3
年

●
第
10
回

平
成
4
年

●
第
11
回

平
成
5
年

●
第
12
回

平
成
6
年

●
第
13
回

平
成
7
年

●
第
14
回

平
成
8
年

●
第
15
回

平
成
9
年

●
第
16
回

平
成
10
年

●
第
17
回

平
成
11
年

●
第
18
回

芳賀町民祭のあゆみ（昭和42～令和3）

まが玉作り

町民体育館で開かれた書画・工芸展囲碁将棋大会

白バイ展示撮影会

災害派遣装備品を展示 餅つき大会

芳賀中学校吹奏楽部の皆さん

ふれあい広場には楽しい笑顔があふれますふれあい夜まつり
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平
成
12
年

●
第
19
回

平
成
13
年

●
第
20
回

平
成
14
年

●
第
21
回

平
成
15
年

●
第
22
回

平
成
16
年

●
第
23
回

平
成
17
年

●
第
24
回

平
成
18
年

●
第
25
回

平
成
19
年

●
第
26
回

平
成
20
年

●
第
27
回

平
成
21
年

●
第
28
回

平
成
22
年

●
第
29
回

●
武
道
館
完
成

●
循
環
型
社
会
を
目
指
す
を
テ
ー
マ
に
ご
み
の
分
別
開
始

●
B
S
デ
ジ
タ
ル
放
送
開
始

●
道
の
駅
は
が
完
成

●
小
泉
内
閣
発
足

●
普
通
交
付
税
の
不
交
付
団
体
と
な
る

●
町
民
祭
に
A
S
I
M
O
登
場

●
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
稼
働

●
ふ
れ
あ
い
の
夜
祭
終
了（
第
7
回
）、芳
賀
北
小
学
校
開
校

●
小
惑
星
探
査
機「
は
や
ぶ
さ
」打
ち
上
げ

●
町
制
50
周
年

●
未
来
の
芳
賀
町
絵
画
展
開
催

●
新
潟
県
中
越
地
震

●
ひ
ば
り
タ
ク
シ
ー
運
用
開
始

●
J
R
福
知
山
線
脱
線
事
故

●
芳
賀
南
小
学
校
開
校

●
道
の
駅
は
が
で
芳
賀
高
校
最
後
の
文
化
祭

●
表
参
道
ヒ
ル
ズ
が
オ
ー
プ
ン

●
県
立
芳
賀
高
等
学
校
が
閉
校

●
赤
ち
ゃ
ん
ポ
ス
ト
の
設
置
を
認
可

●
総
合
情
報
館
開
館
、赤
羽
有
紀
子
選
手
北
京
五
輪
出
場

●
に
っ
こ
り
梨
の
品
評
会
開
催

●
タ
ク
シ
ー
の
全
面
禁
煙
化
が
始
ま
る

●
梨
の
里
マ
ラ
ソ
ン
に
赤
羽
選
手
登
場

●
裁
判
員
制
度
に
よ
る
初
の
裁
判
が
始
ま
る

●
唐
桶
溜
が
農
林
水
産
省「
た
め
池
百
選
」に
認
定

●
商
工
会
青
年
部
に
よ
る「
H
A
G
A
焼
き
ソ
バ
」登
場

●
日
本
年
金
機
構
が
発
足

芳賀町民祭のあゆみ（1967～2021）

循環型社会環境をめざしてホンダコーナー

小物セールはかわいいものがいっぱい商工会工業部会

苗木の無料配布

書画工芸展 はしご車体験・撮影会

商工会青年部

農村生活研究グループ

さんま＆つみれ汁

消防芳賀分署コーナー

はしご車からの眺め
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平
成
23
年

●
第
30
回

平
成
24
年

●
第
31
回

平
成
25
年

●
第
32
回

平
成
26
年

●
第
33
回

平
成
27
年

●
第
34
回

平
成
28
年

●
第
35
回

平
成
29
年

●
第
36
回

平
成
30
年

●
第
37
回

令
和
元
年

●
第
38
回

令
和
2
年

●
第
39
回

令
和
3
年

●
第
40
回

合唱コンクールの様子

●
芳
賀
チ
ャ
ン
ネ
ル
開
局

●
復
興
を
テ
ー
マ
に
宮
城
女
川
町
の
支
援
さ
ん
ま
無
料
配
布

●
東
日
本
大
震
災
発
生

●
国
道
1
2
3
号
線
水
橋
バ
イ
パ
ス
開
通

●
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
開
業

●
マ
ス
コ
ッ
ト「
は
が
ま
る
く
ん
」誕
生

●
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
使
用
が
始
ま
る
 

●
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
る

●
町
制
60
周
年 

県
道
宇
都
宮
茂
木
線
バ
イ
パ
ス
全
線
開
通

●
赤
羽
有
紀
子
ロ
ー
ド
マ
ラ
ソ
ン
開
催

●
御
嶽
山
が
噴
火
、50
人
以
上
が
死
亡

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
ス
タ
ー
ト

●
三
重
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催

●
L
R
T
整
備
に
関
す
る
事
業
を
国
土
交
通
省
が
認
可

●
米
ま
つ
り
開
催
 

●
稀
勢
の
里
が
横
綱
に
昇
進

●
情
報
館
10
周
年
記
念「
横
山
大
観
展
」開
催
、L
R
T
整
備
竣
工

●
築
地
市
場
が
豊
洲
へ
移
転

●
芳
賀
第
2
工
業
団
地
竣
工

●
消
費
税
が
8
%
か
ら
10
%
に
引
き
上
げ

●
世
界
中
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
猛
威
を
振
る
う

●
町
民
祭
中
止

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
延
期
、夏
の
甲
子
園
は
中
止

●
北
部
第
2
地
区
圃
場
整
備
事
業
開
始

●
町
民
祭
中
止
、L
R
T
絵
画
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
開
催

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

芳賀町民祭のあゆみ（昭和42～令和3）

芳賀東小学校マーチングバンド

ちびっこ太鼓抽選会（母子会）

音楽芸能大会

酪農組合コーナー

みささ館作品展

梨の里マラソン（小学生の部）ロマン太鼓
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町
民
祭
文
化
部
門
の
前
身
は
、昭
和
42
年
に

教
育
制
度
制
定
20
周
年
を
記
念
し
て
開
催
さ

れ
た「
教
育
文
化
祭
」で
す
。

（
写
真
①
：
第
１
回
教
育
文
化
祭
）

文
化
発
表

　

町
民
祭
産
業
部
門
の
前
身
は
、昭
和
54
年

に
開
催
さ
れ
た「
産
業
祭
」で
す
。こ
の
年
に
完

成
し
た
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を

会
場
に『
伸
び
行
く
芳
賀
町
の
産
業
を
見
直

し
、心
の
ふ
れ
あ
う
ま
ち
づ
く
り
』を
目
的
と

し
て
、農
産
物
や
農
業
用
機
械
、木
工
用
機
械

の
展
示
を
は
じ
め
、農
産
物
の
即
売
会
や
営

農
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
写
真
⑤
：
昭
和
54
年
売
れ
行
き
好
調 

４
Ｈ
ク
ラ
ブ
模
擬

店
：
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）

　

昭
和
45
年
か
ら
始
ま
っ
た
米
の
生
産
調
整

対
策
で
米
の
消
費
を
拡
大
し
よ
う
と
町
民
祭

で
は
、米
消
費
拡
大
事
業
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、平
成
29
年
度
第
36
回
町
民
祭
で
は
、

「
赤
羽
有
紀
子
さ
ん
と
つ
く
る
Ｈ
Ａ
Ｇ
Ａ
む
す
び
」と
称
し
た

米
祭
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

（
写
真
⑦
：
第
36
回
町
民
祭 

米
祭
り
の
様
子
）

　

昭
和
63
年
に
は
町
内
に
３
つ
あ
っ
た
農
協
が
合
併
し
芳
賀

農
協
が
誕
生
、町
民
祭

と
農
協
祭
り
が
同
時
に

開
催
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

昭
和
63
年
に
芳
賀
工

業
団
地
の
分
譲
が
始
ま

り
、平
成
２
年
頃
か
ら

立
地
し
た
企
業
の
操
業

が
始
ま
り
ま
し
た
。

特
に
当
時
の
本
田
技
術

研
究
所
の
は
か
ら
い
で

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
体
験
飛

行
が
行
わ
れ
た
り
、世

界
中
の
レ
ー
ス
に
参
加
し
た
Ｆ
１
の
展
示
が
さ
れ
た
り
し
多
く

の
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

（
写
真
⑧
：
第
８
回
町
民
祭
F
1
マ
シ
ン
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
写
真
⑨
：
第
５
回
町
民
祭
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
遊
覧
飛
行
）

当
時
か
ら
作
品
展
示
、音
楽
発
表
会
、

生
花
展
や
教
育
関
係
者
功
労
表
彰

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
54
年
に
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
、平
成
３
年
に
町
民
会

館
が
完
成
す
る
ま
で
は
、町
の
体
育

館
や
公
民
館
、小
学
校
の
体
育
館
を

使
用
し
た
文
化
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

（
写
真
②
：
昭
和
47
年 

芸
能
発
表 

町
体
育
館
）

以
降
、小
中
学
生
に
よ
る
音
楽
発
表

会
、芸
能
発
表
、生
花
展
、写
真
展
、絵

画
展
な
ど
幅
広
い
文
化
の
競
演
が
現

在
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
写
真
③
：
第
28
回
生
花
展 

町
民
会
館
）

　

ま
た
、最
近
で
は
総
合
情
報
館
を
利

用
し
た
特
別
展
示
を
開
催
し
、町
外
か

ら
も
見
学
に
訪
れ
る
方
が
増
え
て
い

ま
す
。

産
業
の
振
興

①

②

③

④

⑤

（
写
真
④
：
平
成
30
年
度
第
37
回
特
別
展 

ポ
ス
タ
ー
）

芳賀町民祭の成り立ち（1967～2021）

成
り
立
ち
（
1
9
6
7
〜
2
0
2
1
）
の
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ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ

　

町
民
祭
産
業
部
門
の
前
身
は
、昭
和
54
年

に
開
催
さ
れ
た「
産
業
祭
」で
す
。こ
の
年
に
完

成
し
た
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を

会
場
に『
伸
び
行
く
芳
賀
町
の
産
業
を
見
直

し
、心
の
ふ
れ
あ
う
ま
ち
づ
く
り
』を
目
的
と

し
て
、農
産
物
や
農
業
用
機
械
、木
工
用
機
械

の
展
示
を
は
じ
め
、農
産
物
の
即
売
会
や
営

農
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
写
真
⑤
：
昭
和
54
年
売
れ
行
き
好
調 

４
Ｈ
ク
ラ
ブ
模
擬

店
：
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）

　

昭
和
45
年
か
ら
始
ま
っ
た
米
の
生
産
調
整

対
策
で
米
の
消
費
を
拡
大
し
よ
う
と
町
民
祭

で
は
、米
消
費
拡
大
事
業
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、平
成
29
年
度
第
36
回
町
民
祭
で
は
、

「
赤
羽
有
紀
子
さ
ん
と
つ
く
る
Ｈ
Ａ
Ｇ
Ａ
む
す
び
」と
称
し
た

米
祭
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

（
写
真
⑦
：
第
36
回
町
民
祭 

米
祭
り
の
様
子
）

　

昭
和
63
年
に
は
町
内
に
３
つ
あ
っ
た
農
協
が
合
併
し
芳
賀

農
協
が
誕
生
、町
民
祭

と
農
協
祭
り
が
同
時
に

開
催
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

昭
和
63
年
に
芳
賀
工

業
団
地
の
分
譲
が
始
ま

り
、平
成
２
年
頃
か
ら

立
地
し
た
企
業
の
操
業

が
始
ま
り
ま
し
た
。

特
に
当
時
の
本
田
技
術

研
究
所
の
は
か
ら
い
で

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
体
験
飛

行
が
行
わ
れ
た
り
、世

界
中
の
レ
ー
ス
に
参
加
し
た
Ｆ
１
の
展
示
が
さ
れ
た
り
し
多
く

の
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

（
写
真
⑧
：
第
８
回
町
民
祭
F
1
マ
シ
ン
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
写
真
⑨
：
第
５
回
町
民
祭
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
遊
覧
飛
行
）

　

平
成
元
年
度
第
８
回
町
民
祭
で
は
、芳
賀

町
商
工
会
青
年
部
に
よ
る「
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ

ズ
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。題
し
て「
目
指
せ

サ
イ
パ
ン
！
」、参
加
者
は
８
６
０
人
、優
勝
賞

品
の
サ
イ
パ
ン
旅
行
を
目
指
し
て
熱
戦
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

の
ち
に
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
は
、

サ
イ
コ
ロ
を
使
っ
た
〇
×
ク
イ

ズ
に
変
わ
り
、更
に
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
と
な
り
、現
在
も
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
写
真
⑫
：
第
24
回
町
民
祭　

　
　
　
　
　
　
　

〇
×
ゲ
ー
ム
の
様
子
）

　

（
写
真
⑪：第
９
回
町
民
祭 

　
　
　
　
　
　
　
参
加
者
の
様
子
）

⑥

⑧

⑩

⑦

⑨

⑪⑫

（
写
真
⑩
：
第
８
回
町
民
祭 

ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
決
勝
戦
）

（
写
真
⑥
：
昭
和
57
年 

第
１
回
町
民
祭 

お
に
ぎ
り
作
り
に
忙
し
い

お
母
さ
ん
た
ち
：
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）

芳賀町民祭の成り立ち（昭和42～令和3）
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町
民
祭
で
は
、各
ブ
ー
ス
で
行
わ
れ
る
展
示
や
物
産

品
販
売
の
他
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
や
ス
テ
ー
ジ
で
多
彩

な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

開
会
式
で
は
、芳
賀
東
小
学
校
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

が
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。平
成
10
年
に
芳
賀
東

小
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
が
結
成
さ
れ
、そ
の
年
の
第

17
回
町
民
祭
か
ら
登
場
し
て
い
ま
す
。

　
役
場
新
庁
舎
が
完
成
し
た
昭
和

61
年
第
５
回
町
民
祭
か
ら
役
場
駐

車
場
会
場
内
に
ス
テ
ー
ジ
が
設
け

ら
れ
、よ
さ
こ
い
踊
り
や
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
、四
竹
踊
り
な
ど
の
芸
能
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

第
６
回
町
民
祭
で
は
、芳
賀
町
民

音
頭
制
定
10
周
年
を
記
念
し
て
芳

賀
中
学
校
吹
奏
部
の
演
奏
に
よ
る

町
民
音
頭
の
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、平
成
４
年
度
に
設
立
し
た

「
芳
賀
浪
漫
太
鼓
」の
発
表
が
毎
年

行
わ
れ
、平
成
20
年
頃
か
ら「
よ
さ

こ
い
」ブ
ー
ム
が
訪
れ
、町
民
祭
の

ス
テ
ー
ジ
で
度
々
披
露
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
た
芳
賀
中

学
校
の
皆
さ
ん
に
は
貴
重
な
体
験
と
な
り

ま
し
た
。 

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

　
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
興
を

テ
ー
マ
に
し
た
平

成
23
年
度
第
30
回

町
民
祭
で
は
、宮
城

県
女
川
町
で
水
揚

げ
さ
れ
た
サ
ン
マ

を
無
料
で
配
布
し

ま
し
た
。こ
の
年
か

ら
平
成
27
年
度
第

34
回
町
民
祭
ま
で

の
５
回
、町
民
祭
会

場
に
は
サ
ン
マ
の

塩
焼
き
や
つ
み
れ

汁
、女
川
産
の
水
産

物
加
工
品
が
並
び
、

多
く
の
来
場
者
が

舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま

し
た
。

⑬

⑮

⑭

⑰

（
写
真
⑯：第
31
回
町
民
祭   

女
川
町
復
興
支
援
つ
み
れ
汁
）

（
写
真
⑰：第
31
回
町
民
祭 

女
川
町
復
興
支
援
サ
ン
マ
塩
焼
）

（
写
真
⑭：昭
和
62
年
度 

第
６
回
町
民
祭 

踊
り
披
露
）

⑯

（
写
真：
⑮
平
成
20
年
第
27
回
町
民
祭　
芳
賀
よ
さ
こ
い
）

（
写
真
⑬：平
成
10
年 

芳
賀
東
小
学
校  

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
）

芳賀町民祭の成り立ち（1967～2021）
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グ
ル
メ
コ
ー
ナ
ー

　
平
成
15
年
に
は
芳
賀
地

区
広
域
の
消
防
芳
賀
分
署

が
役
場
西
側
に
移
設
さ

れ
、芳
賀
広
域
で
、は
し
ご

車
を
購
入
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
町
民
祭
に
も

防
災
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
設

け
ら
れ
、町
民
の
皆
さ
ん

の
防
火
や
災
害
発
生
時
に

お
け
る
危
機
管
理
意
識

向
上
の
P
R
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
町
民
祭
で
の
楽
し
み

の
一
つ
は
、グ
ル
メ
コ
ー

ナ
ー
で
の
食
事
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

町
内
農
業
後
継
者
団
体

の
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
で
は
、

昭
和
57
年
度
第
１
回
町

民
祭
か
ら
米
消
費
拡
大

の
一
環
で
餅
つ
き
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
第
29
回
町
民
祭
か
ら
商
工
会
青

年
部
に
よ
る
地
域
グ
ル
メ「
Ｈ
Ａ
Ｇ
Ａ
焼
き

そ
ば
」が
登
場
、今
で
は
恒
例
の
グ
ル
メ
と
な
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、恒
例
の
グ
ル
メ
と
し
て
は
、そ

ば
打
ち
名
人
の
打
ち
た
て
湯
で
た
て
を
食
せ
る

「
そ
ば
コ
ー
ナ
ー
」で
す
。

資
料
を
確
認
す
る
と
平
成
8
年
度
第
15
回
町
民

祭
で
そ
ば
打
ち
名
人
が
打
っ
た
そ
ば
が
振
る
ま

わ
れ
ま
し
た
。

芳
賀
町
そ
ば
を
愛
す
る
会
が
結
成
さ
れ
た
平
成

15
年
度
第
22
回
町
民
祭
か
ら
本
格
的
な「
手
打
ち

そ
ば
コ
ー
ナ
ー
」と
し
て
現
在
も
出
店
さ
れ
、

毎
回
午
前
中
か
ら
長
蛇
の
列
が
で
き
る
ほ
ど

人
気
の
グ
ル
メ
コ
ー
ナ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。

⑱

（
写
真
⑱：
平
成
24
年

第
31
回
町
民
祭 

は
し
ご
車
搭
乗
体
験
）

（
写
真
⑳：
平
成
22
年
第
29
回
町
民
祭　
商
工
会
青
年
部
）

（
写
真
⑲：
昭
和
57
年 

　
　
　
　
第
１
回
町
民
祭　

　
　
　
　
4
Ｈ
ク
ラ
ブ
餅
つ
き
）

⑲

⑳

㉒
（
写
真
㉑：
平
成
8
年
第
15
回
町
民
祭　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

手
打
ち
そ
ば
名
人
の
工
藤
さ
ん
）

（
写
真
㉒：
平
成
27
年
第
34
回
町
民
祭　
そ
ば
打
ち
）

芳賀町民祭の成り立ち（昭和42～令和3）

9

㉑



健
康
福
祉

梨
の
里
マ
ラ
ソ
ン

　
芳
賀
町
民
祭
の
名
物
イ
ベ
ン
ト
と
言
え
ば

「
梨
の
里
マ
ラ
ソ
ン
」で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。毎
年
町
内
外
か
ら
多
く
の
参
加
者
が
健

脚
を
競
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。第
１
回
は
昭
和

61
年
度
第
5
回
町
民
祭
で
す
。1.5
㎞
と
5
㎞

の
コ
ー
ス
に
4
7
2
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

翌
年
の
参
加
者
は
5
9
1
人
、次
は
6
7
5

人
と
参
加
者
は
毎
年
増
加
し
て
い
ま
し
た
。

　
歴
代
の
優
勝
者
の
中
に
は
、芳
賀
町
の
歴

史
は
無
論
の
こ
と
日
本
の
歴
史
に
名
を
刻
ん

だ
ラ
ン
ナ
ー
が
い
ま
す
。皆
さ
ん
ご
存
じ
の

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
、大
阪
女
子

マ
ラ
ソ
ン
優
勝
者
で
も
あ
る
芳
志
戸
出
身
の

赤
羽
有
紀
子
さ
ん
は
、記
録
に
よ
る
と
第
2

「
赤
羽
有
紀
子
ロ
ー
ド
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」と
称
し
て
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。赤
羽
さ
ん
の
他
に
も
、全
国
中
学
校
駅
伝
競

走
大
会
に
出
場
し
た
選
手
や
都
道
府
県
対
抗
女
子
駅
伝
大
会

に
県
代
表
選
手
と
し
て
出
場
し
た
選
手
が
歴
代
優
勝
者
名
簿

に
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。梨
の
里
マ
ラ
ソ
ン
の
参
加
者
は
、町

民
祭
の
雰
囲
気
の
良

さ
と
豪
華
な
賞
品
に

魅
せ
ら
れ
、平
成
12

年
度
の
第
15
回
梨
の

里
マ
ラ
ソ
ン
大
会
頃

か
ら
町
外
か
ら
の
参

加
者
が
増
え
、記
録

も
更
新
さ
れ
始
め
ま

し
た
。

回
大
会
か
ら
出
場
し
中
学

１
年
生
ま
で
連
続
優
勝
を

達
成
し
て
い
ま
す
。

（
残
念
な
こ
と
に
公
式
記
録
が
残
っ

て
お
ら
ず
推
定
に
な
り
ま
す
が・・・）

　
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終

了
後
マ
ラ
ソ
ン
に
転
向
し

た
赤
羽
さ
ん
は
、平
成
21
年

度
第
24
回
大
会
に
ゲ
ス
ト

出
場
し
、参
加
者
に
元
気
と

勇
気
を
与
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　
平
成
26
年
度
と
27
年
度

は
町
民
祭
と
は
別
に「
赤
羽

有
紀
子
ロ
ー
ド
マ
ラ
ソ
ン

大
会
」と
称
し
て
、赤
羽
さ

ん
が
練
習
し
て
い
る
コ
ー

ス
の
一
部
で
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。平
成
28
年
度
か

ら
は
、再
び
町
民
祭
と
同
時

開
催
に
な
り
ま
し
た
が
、県

道
宇
都
宮
茂
木
線
芳
賀
バ

イ
パ
ス
の
開
通
に
伴
い
、

コ
ー
ス
を
変
更
し

　
町
民
祭
で
は
健
康
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
昭

和
55
年
度
に
は
「
第
1
回
町
民
健
康
づ
く
り

の
集
い
」
と
称
し
健
康
食
品
の
展
示
や
健
康

ク
イ
ズ
大
会
、
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
健

康
に
関
す
る
イ
べ
ン
ト
が
大
々
的
に
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

（
写
真
㉓：
昭
和
59
年
度
第
３
回
町
民
祭　

　

   

5
0
0
人
の
老
若
男
女
が
参
加
し
た
歩
け
歩
け
大
会
）

ま
た
、
昭
和
59
年
度
第
３
回
町
民
祭
か
ら
は
、

国
民
健
康
保
険
を
１
年
間
使
用
し
な
か
っ
た

70
才
以
上
の
高
齢
者
や
世
帯
全
員
が
使
用
し

な
か
っ
た
健
康
世
帯
を
表
彰
し
ま
し
た
。
表

彰
は
、
平
成
12
年
度
第
19
回
町
民
祭
ま
で
続

け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

（
写
真
㉔：
昭
和
62
年
度
町
民
祭　
梨
の
里
マ
ラ
ソ
ン
）

（
写
真
㉖：

平
成
21
年
度 

第
28
回
町
民
祭 

第
24
回 

梨
の
里

マ
ラ
ソ
ン
に

ゲ
ス
ト
出
場
し
た

赤
羽
有
紀
子
さ
ん
）

（
写
真
㉗：
み
ん
な
頑
張
っ
て
！
）

（
写
真
㉕：平
成
30
年
度  

第
31
回 

梨
の
里
マ
ラ
ソ
ン
）

芳賀町民祭の成り立ち（1967～2021）
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芳
賀
町
民
祭
の
名
物
イ
ベ
ン
ト
と
言
え
ば

「
梨
の
里
マ
ラ
ソ
ン
」で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。毎
年
町
内
外
か
ら
多
く
の
参
加
者
が
健

脚
を
競
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。第
１
回
は
昭
和

61
年
度
第
5
回
町
民
祭
で
す
。1.5
㎞
と
5
㎞

の
コ
ー
ス
に
4
7
2
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

翌
年
の
参
加
者
は
5
9
1
人
、次
は
6
7
5

人
と
参
加
者
は
毎
年
増
加
し
て
い
ま
し
た
。

　
歴
代
の
優
勝
者
の
中
に
は
、芳
賀
町
の
歴

史
は
無
論
の
こ
と
日
本
の
歴
史
に
名
を
刻
ん

だ
ラ
ン
ナ
ー
が
い
ま
す
。皆
さ
ん
ご
存
じ
の

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
、大
阪
女
子

マ
ラ
ソ
ン
優
勝
者
で
も
あ
る
芳
志
戸
出
身
の

赤
羽
有
紀
子
さ
ん
は
、記
録
に
よ
る
と
第
2

　
町
民
祭
の
歴
史
を
駆
け
足
で
ご
紹
介
し
ま

し
た
が
、こ
れ
か
ら
も
町
民
祭
は
毎
年
続
い

て
ゆ
き
ま
す
。

ど
う
か
今
後
と
も
地
域
活
性
化
の
観
点
と
町

の
発
展
を
願
い
ま
し
て
、よ
り
一
層
の
ご
声

援
と
ご
賛
同
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
番
外
編
と
し
て
、町
民
祭
と
同
じ
よ
う
に

皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
た
イ
ベ

ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成
7
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
芳
賀
温
泉
ロ
マ

ン
の
湯
を
会
場
に
し
た「
ふ
れ
あ
い
の
夜
ま

つ
り
」は
、平
成
9
年
か
ら
平
成
15
年
ま
で
の

７
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。素
人
に
よ
る
屋
台

で
と
き
め
き
の
温
泉
街
を
つ
く
ろ
う
と
町
と

町
観
光
協
会
が
開
催
し
た
も
の
で
ユ
ニ
ー
ク

な
屋
台
に
は
客
の
審
査
に
よ
っ
て
賞
金
が
も

ら
え
る
と
い
う
お
祭
り
で
、毎
回
、「
今
年
は

ど
ん
な
屋
台
が
出
る
の
だ
ろ
う
」と
期
待
し

て
来
場
す
る
方
が
多
く
い
ま
し
た
。

「
赤
羽
有
紀
子
ロ
ー
ド
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」と
称
し
て
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。赤
羽
さ
ん
の
他
に
も
、全
国
中
学
校
駅
伝
競

走
大
会
に
出
場
し
た
選
手
や
都
道
府
県
対
抗
女
子
駅
伝
大
会

に
県
代
表
選
手
と
し
て
出
場
し
た
選
手
が
歴
代
優
勝
者
名
簿

に
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。梨
の
里
マ
ラ
ソ
ン
の
参
加
者
は
、町

　

芳
賀
町
の
特
産
品
と
言
え
ば「
梨
」、そ

の
中
で
も
特
に
誇
れ
る
種
類
は
、作
付
面
積

日
本
一
を
目
指
し
て
い
る「
に
っ
こ
り
」で
す
。

作
付
面
積
が
増
え
、同
時
に
出
荷
量
が
増
え

始
め
た
平
成
20
年
第
27
回
町
民
祭
か
ら

に
っ
こ
り
梨
の
品
評
会
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
品
質
の
部
門
と
１
個
の
重
さ
を
競
う
部
門

が
あ
り
ま
す
が
、重
さ
の
部
門
で
は
、豊
水
が

３
０
０
ｇ
〜
４
０
０
ｇ
に
対
し
、出
品
さ
れ

る
に
っ
こ
り
梨
の
重
さ
は
、１
５
０
０
ｇ
か

ら
２
０
０
０
ｇ
に
な
り
ま
す
。

民
祭
の
雰
囲
気
の
良

さ
と
豪
華
な
賞
品
に

魅
せ
ら
れ
、平
成
12

年
度
の
第
15
回
梨
の

里
マ
ラ
ソ
ン
大
会
頃

か
ら
町
外
か
ら
の
参

加
者
が
増
え
、記
録

も
更
新
さ
れ
始
め
ま

し
た
。

ち
ょ
う
ど
、11
月
開
催
の
町
民
祭
で
は
食
べ

ご
ろ
と
な
る
た
め
、生
産
者
が
見
極
め
た

に
っ
こ
り
梨
は
飛
ぶ
よ
う
に
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。毎
年
、に
っ
こ
り
梨
品
評
会
を
目
当
て

に
多
く
の
方
が
町
民
祭
に
訪
れ
ま
す
。

回
大
会
か
ら
出
場
し
中
学

１
年
生
ま
で
連
続
優
勝
を

達
成
し
て
い
ま
す
。

（
残
念
な
こ
と
に
公
式
記
録
が
残
っ

て
お
ら
ず
推
定
に
な
り
ま
す
が・・・）

　
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終

了
後
マ
ラ
ソ
ン
に
転
向
し

た
赤
羽
さ
ん
は
、平
成
21
年

度
第
24
回
大
会
に
ゲ
ス
ト

出
場
し
、参
加
者
に
元
気
と

勇
気
を
与
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　
平
成
26
年
度
と
27
年
度

は
町
民
祭
と
は
別
に「
赤
羽

有
紀
子
ロ
ー
ド
マ
ラ
ソ
ン

大
会
」と
称
し
て
、赤
羽
さ

ん
が
練
習
し
て
い
る
コ
ー

ス
の
一
部
で
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。平
成
28
年
度
か

ら
は
、再
び
町
民
祭
と
同
時

開
催
に
な
り
ま
し
た
が
、県

道
宇
都
宮
茂
木
線
芳
賀
バ

イ
パ
ス
の
開
通
に
伴
い
、

コ
ー
ス
を
変
更
し

特
別
イ
ベ
ン
ト

町
民
祭
関
連

（
写
真
32：
平
成
15
年　
夜
ま
つ
り 

表
彰
式
）

（
写
真
㉛：平
成
12
年 

ふ
れ
あ
い
の
夜
ま
つ
り
会
場

「
ロ
マ
ン
の
湯
」に
集
ま
る
人
々
）

（
写
真
㉘：
表
彰
式
で
の
一
コ
マ
）

（
写
真
㉙：
サ
イ
ン
会
の
様
子
）

（
写
真
㉚：
平
成
28
年

第
35
回 

町
民
祭 

に
っ
こ
り
梨
品
評
会
入
賞
者
）

に
っ
こ
り
梨
品
評
会

芳賀町民祭の成り立ち（昭和42～令和3）
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Topics

芳賀町民祭 Topics（1982～2017）
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芳賀町民祭トピックス

文
化
祭
︑産
業
祭
︑健
康
づ
く
り
に

消
費
生
活
部
門
を
加
え
た

1
9
�
�
年︵
昭
和
��
年
︶

第1回

町
制
��
周
年
記
念

祝
賀
パ
レ
ー
ド
開
催

1
9
�
�
年︵
昭
和
��
年
︶

第3回

第
�
回 

梨
の
里

マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催

1
9
�
�
年︵
昭
和
��
年
︶

第5回

芳
賀
農
協
誕
生
で

農
協
祭
り

1
9
�
�
年︵
昭
和
��
年
︶

第7回

世
界
の
サ
ー
キ
ッ
ト
を

走
る
Ｆ
１
マ
シ
ン
が
登
場

1
9
�
�
年︵
平
成
元
年
︶

第8回

�
︑�
�
�
人
が
参
加
し
︑

サ
イ
パ
ン
を
目
指
す

ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
を
開
催

1
9
�
�
年︵
平
成
�
年
︶

第9回

町
民
音
頭
制
定

��
周
年
記
念
大
会
開
催

1
9
�
�
年︵
昭
和
��
年
︶

第6回

472人が健脚を競う

不用品活用セールは
10分で終了するほどの大盛況

芳賀町の3つの祭を、この年はじめて統合して開催！！

参加者全員が火花を散らすウルトラクイズ

夢のＦ1マシンがやってきた！！

ふるさと食堂コーナーは毎回賑わいをみせる

記憶に残る祝賀パレード

息もピッタリに踊る皆さん

大
イ
ベ
ン
ト
が
誕
生
！！



HAGA

芳賀町民祭の印象的なトピックを
　　　　　　　　　　写真とともに振り返ります。

芳賀町民祭 Topics（昭和57～平成29）
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芳
賀
東
小
学
校

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
が

お
祭
り
を
盛
り
上
げ
る

1
9
�
�
年︵
平
成
��
年
︶

第17回

町
制
��
周
年
記
念
　

長
い
の
り
ま
き
��
ｍ

1
9
�
�
年︵
平
成
�
年
︶

第13回

芳
賀
町
浪
漫
太
鼓

が
披
露
さ
れ
る

1
9
�
�
年︵
平
成
�
年
︶

第12回

町
の
地
酒

﹁
芳
賀
浪
漫
﹂発
表

1
9
�
�
年︵
平
成
�
年
︶

第10回

宮
城
県
女
川
町
復
興

支
援
事
業 

さ
ん
ま
祭
り

2
0
�
�
年︵
平
成
��
年
︶

第31回

梨
の
里
マ
ラ
ソ
ン
に

赤
羽
有
紀
子
選
手
登
場

2
0
�
�
年︵
平
成
��
年
︶

第28回

町
民
祭
特
別
イ
ベ
ン
ト

米
祭
り
開
催

2
0
�
�
年︵
平
成
��
年
︶

第36回

あじわい深い、浪漫な香りに乾杯！

新米のうまさ際立つ、米祭り

焼いても焼いても大行列！さんま祭り

地元の星 赤羽有紀子選手

子供達が未来を描く

町民祭名物マーチングバンド

記録に挑戦！！長いのりまき

魂を震わす迫力のロマン太鼓

町
制
��
周
年
記
念
事
業

未
来
の
芳
賀
町
絵
画
展

2
0
�
�
年︵
平
成
��
年
︶

第23回



絵
画
の
部 Ｌ

Ｒ
Ｔ
と
と
も
に
豊
か
で
便
利
に
発
展
し
て
い
く

「
ふ
る
さ
と
芳
賀
町
」。 

未
来
の
様
子
を
想
像
し
た
絵
画
や
作
文
を
募
集
し
ま
し
た
。

厳
正
な
審
査
に
よ
る
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

作
品
タ
イ
ト
ル 
『
L
R
T
に
乗
っ
て
家
族
で
遊
び
に
行
き
た
い
な
!!
』  

増
淵  

悠
乃
さ
ん

芳
賀
東
小
学
校
3
年
　

応
募
作
品
総
数 

・
絵
画　

1
６
４
点

・
作
文　
　

４
２
点

審
査
委
員
に
よ
る
審
査
の
様
子

町
長
賞

町
長
賞

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

第40回記念 芳賀町民祭 未来につなげるＬＲＴ絵画・作文コンクール

第
40
回
記
念 

芳
賀
町
民
祭

未
来
に
つ
な
げ
る

Ｌ
Ｒ
Ｔ
絵
画
・
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品

14



絵
画
の
部

絵
画
の
部

作
品
タ
イ
ト
ル

『
L
R
T
に
よ
っ
て
さ
ら
に

発
展
し
て
ゆ
き
豊
か
に
な
っ
て

い
く
、そ
し
て
、誰
も
が
、

「
次
は
芳
賀
町
へ
」と

訪
れ
た
く
な
る
よ
う
な
、

愛
さ
れ
る
芳
賀
町
。』

作
品
タ
イ
ト
ル

『
L
R
T
に
乗
る

と
、み
ん
な
が
笑
顔

に
な
る
。あ
た
た
か
い

空
気
に
な
る
。』

作
品
タ
イ
ト
ル

『
ぼ
く
の
町
を
走
る

か
っ
こ
い
い
L
R
T
!!
』

芳
賀
中
学
校
3
年
　

押
久
保  

知
暉
さ
ん

絵
画
の
部

芳
賀
東
小
学
校
4
年
　

山
本  

倫
太
朗
さ
ん

芳
賀
東
小
学
校
6
年

福
田  

唯
さ
ん

教
育
長
賞

教
育
長
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

第40回記念 芳賀町民祭 未来につなげるＬＲＴ絵画・作文コンクール
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『
は
や
く
L
R
T
に

の
り
た
い
な
』

芳
賀
南
小
学
校
1
年
　

砂
賀  

琴
心 

さ
ん

作
文
の
部

『
は
が
ま
ち
の

あ
し
と
な
る
L
R
T
』

作
文
の
部

芳
賀
南
小
学
校
1
年
　

小
林  
咲
晶 

さ
ん

優
秀
賞

優
秀
賞

第40回記念 芳賀町民祭 未来につなげるＬＲＴ絵画・作文コンクール

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

16



『
L
R
T
と
わ
た
し
た
ち
』

作
文
の
部

芳
賀
北
小
学
校
6
年
　

　
　
　
森
島  

百
香 

さ
ん

『
L
R
T
で
変
わ
る
く
ら
し
』

作
文
の
部

芳
賀
東
小
学
校
6
年  

　  

廣
木  

新
悟 

さ
ん

優
秀
賞

優
秀
賞

『
安
心
安
全
な
社
会
へ
』

作
文
の
部

芳
賀
北
小
学
校
5
年
　

　
　
砂
子
澤  

奈
緒 

さ
ん

優
秀
賞

優
秀
賞

宇
都
宮
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
（株） 

社
長
賞

宇
都
宮
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
（株） 

社
長
賞

第40回記念 芳賀町民祭 未来につなげるＬＲＴ絵画・作文コンクール
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■発行／芳賀町民祭開催委員会 ■発行日／2021年12月5日

芳賀町民祭40年のあゆみ

第40回町民祭を記念して、ＬＲＴ絵画作文コンクー
ルを実施しましたが、素晴らしい作品が揃いました。

子供らしい感性で、大人では表現できない絵画や純
粋な心が表れる作文は、将来のまちづくりへの夢と
希望が感じられ、心が温まると同時に身が引き締ま
る思いです。
現在、ＬＲＴ開業に向けて芳賀町の魅力向上のため
の事業を進めています。
人口減少社会において持続可能な町を目指し、ＬＲ
Ｔ整備事業の他にほ場整備事業、住宅用地造成事
業など町の将来的な基盤の強化を着実に進めてい
ます。おかげさまで、住宅用地は好評のうちに完売
し、若い世代を中心とした活力ある新しい街並みが
形成されつつあります。

昨年と今年は、新型コロナウイルス感染症の影響
で、町民祭や各種イベントが中止になり、町民や芳
賀町に訪れる方の楽しみが激減しています。

当分の間、新型コロナウイルス感染症の対策を行い
ながらイベントを開催しなければなりません。イベン
トの在り方を見直すチャンスととらえ、今後の内容や
実施方法を検討していきましょう。

今年の町民祭では、「オンライン作品展」と称し作
品や芸能をデジタル化しＳＮＳで公開しました。展
示会場に行かなくても様々作品がいつでもどこで
もご覧いただけます。（掲載ＱＲコードを参照）
そして、毎年恒例の「ＨＡＧＡグルミネーション」は
会場を芳賀ロマンの湯に移し、五行川に架かる吊り
橋や桜堤に６万球のイルミネーション電飾が点灯し
ます。

今の芳賀町では、都会からのお客様を迎え町のＰＲ
を発信するための観光資源は十分ではありません。
ＬＲＴが開業し、多くの方を迎え入れる準備を着 と々
整えています。「道の駅はが」は地球環境にやさしい
脱炭素型の最新施設に生まれ変わります。また、不
足する施設設備の検討を始めます。さらに、芳志戸
の遊水地まで「さくら堤」を創設し四季折々の花々が
お客様を迎えます。ＬＲＴ停留場に一番近い公園
「かしの森公園」のリニューアルも検討中です。

もちろん、現在の資源をブラッシュアップして活用で
きるようにします。
これまで培った町の歴史を大切にし、これから芳賀
町を訪れる多くの皆さんを歓迎し、楽しんでいただ
ける町民祭を多くの町民の皆さんの手で開催してい
きましょう。

職員

町長

町長

職員

職員

町長

町長

町民祭40回記念

芳賀町長インタビュー 聞き手：
芳賀町役場職員

Part2

https://hagachouminsai.jp/

詳しくはこちら

第40回記念芳賀町民祭

オンライン作品展 特設サイト

（おわり）

印刷：協永堂印刷株式会社
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